
         2016 年 11 月 1 日 

 

2016 年度フジコ・ヘミング モルドバ公演の開催について（報告） 

 

一般社団法人モルドバジャパン 

 

2016 年度当法人の文化事業の一環として、昨年度に引き続き、フジコ・ヘミング女史のコンサ

ートをモルドバ共和国首都キシナウ市において開催致しました。会場サラ・ク・オルガ音楽堂

は大規模改修工事中、加えて公演日 2日前からの激しい風雨で公演の無事開催が危ぶまれまし

たが、幸い当日は雨もやみ関係者のご尽力により成功裏に公演を開催することができました。

悪天候の中、会場にお出で頂いた観客の皆様、また様々な準備のために奔走して下さった関係

者の皆様に心からのお礼を申し上げます。 

 

【主催及び後援】 

一般社団法人モルドバジャパン及びモルドバ・日本文化文明協会主催 

在モルドバ日本大使館及びモルドバ作曲家・音楽学者同盟後援 

 

【日時】  

2016 年 10 月 13 日（木） 18 時 30 分開演 

 

【場所及】 

モルドバ共和国 キシナウ市 サラ・ク・オルガ音楽堂 

 

【アーティスト】 

フジコ・ヘミング女史 

(⋆)ピアニスト。スウェーデン人画家・建築家の父と日本人ピアニストの母のもとにベルリンで

誕生。幼い頃よりピアノを始め、10 才でレオニード・クロイツァーに師事。東京芸大、ベルリ

ン高等音楽院を経て、ウィーンで多くのクッラシック界権威に師事、その才能を認められる。

日本ゴールデン・ディスク大賞、クラシック・アルバム・オブ・ザ・イヤー等を受賞。モスク

ワ・フィル、ロイヤル・フィルとも共演。現在欧州の数々のフェスティバルに招待されている。

また同時に画家でもあり、少女や猫など弱いものへの愛情と慈しみを愛らしく表現した作品は

国内外で高く評価されている。 

 

【演奏曲目】 

ソロコンサートにて以下曲目を演奏（１時間半）。 

Ｆ．シューベルト 

       即興曲 第３番 変ト長調 ４つの即興曲作品９０（Ｄ．８９９）より 

Ｍ．ラヴェル 

   亡き王女のためのパヴァーヌ 



Ｆ．ショパン 

   エチュード 第１２番 ハ短調「革命」作品１０より 

   ノクターン 第２番 変ホ長調 ３つのノクターン 作品９より 

Ｗ．Ａ．モーツァルト 

   ソナタ 第１１番 イ長調 「トルコ行進曲付き」作品３３１ 

     第１楽章 主題と変奏―アンダンテ・グラツィオーソ 

     第２楽章 メヌエット 

     第３楽章 ロンド“トルコ風”―アレグレット 

Ｃ．ドビュッシー 

   雨の庭「版画」より第３曲 

Ｆ．リスト 

   パガニーニによる大練習曲 第６番 イ短調 

   「主題と変奏」作品１４１より 

   ため息 ３つの演奏会用練習曲 作品１４４より 第３番 

   ラ・カンパネラ パガニーニによる大練習曲 作品 １４１－３ 

 

【現場から】 

今回で 4回目となるモルドバ 共和国キシナウでの公演に向け、フジコ・ヘミング女史は公演 2

日前の 10月 11 日にキシナウ入りしました。翌 12 日は公演会場サラ・ク・オルガ音楽堂でのリ

ハーサル。当日同音楽堂は天井、外装、地下の大規模改修工事中、加えて折からの激しい風雨

により、雨漏り、停電という思わぬ事態に見舞われました。音楽堂関係者の復旧作業にも拘わ

らず停電は回復せず、およそ 1時間半、同女史は蝋燭の小さな明かりの中でリハーサルを続け

ました。心配した周囲に同女史がかけた言葉は、「暗がりの中で、返って集中できて良かった

わ。」というものでした。 

 

13 日当日は幸い雨も止み、前々日のモルドバ国営放送「Moldova 1」での広報、当日のモルド

バ国営ラジオ放送「Radio Moldova」での生放送、在モルドバ日本大使館やモルドバ文化文明協

会など関係者のご尽力により 300 を越える観客を迎えて無事開幕することができました。冒頭

モルドバジャパン雨宮会長より、アーティスト及びモルドバジャパンの紹介を行うと共に、日

本とモルドバとの未来へ向けての協力関係を更に進めて行きたいとの挨拶を行いました（川村

理事通訳）。また、会場内はコートを着ても寒いほどの冷え込みであったため、フジコ・ヘミ

ング女史からのお心遣いで公演は休憩なしで行われました。 

 

フジコ・ヘミング女史の演奏は大変素晴らしいもので、多くの聴衆を魅了しました。一曲ごと

に喝采の大きな拍手が贈られ、本格的なクラシックコンサートを堪能する機会を与えてくれた

同女史への感謝の気持ちを表する声がいくつも寄せられました。公演の途中にある一組の親子

が会場内に急ぎ足で入ってくる場面がありましたが、本公演のラジオの生放送を聴いて感動し

たため、慌てて駆けつけたとのことでした。演奏終了後には多くの花束が贈られ、アンコール

を求める拍手が鳴りやまず、同女史は熱心な聴衆の期待に応え、アンコール曲を演奏し、聴衆



の感動を新たにしました。また、フジコ・ヘミング女史も本公演での演奏が成功したことを喜

び、公演終了直後に関係者に対して笑顔で、「パーフェクト！」と言っておられました。 

（本コンサートには、カザナシュティ村のデイケアセンターの子供たちも招待する計画でした

が、生憎の気候・天候でしたので、同センター運営責任者であるライサ・プラドゥツァーヌ女

史の判断により、子供たちの安全を優先し、今回の招待は中止されました。） 

            

公演後には同音楽堂小ホールにて、在モルドバ日本大使館、モルドバジャパン及びモルドバ日

本文化文明協会共催でレセプションを執り行いました。同会場でも改めて雨宮会長及び同協会

ライサ・ブラドゥツァーヌ理事長から感謝の挨拶を行い、また好井正信在モルドバ共和国日本

大使から挨拶と乾杯のご発声を頂戴しました。レセプションはフジコ・ヘミング女史の参加も

得て、アットホームで楽しく有意義なものとなりました。 

           

今回の公演実施に際しては、フジコ・ヘミング女史始め、共催者であるモルドバ日本文化文明

協会、在モルドバ日本大使館、それに当法人会員各位、及びその他多くの関係者のご理解とご

協力を頂きました。この場を借り、心からのお礼を申し上げます。 

 

                                                         

（以上） 

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モルドバ国営テレビでの広報（公演前々日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公演前日リハーサル中の突然の停電 

（ろうそくで対応） 

公演前日リハーサル中の雨漏り 雨宮会長による公演開会挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演奏に聴き入る観客の様子 

フジコ・ヘミング女史による演奏本番 

演奏後の拍手喝采 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

好井駐モルドバ大使によるご挨拶

と乾杯のご発声 

ブラドゥツァーヌ理事長による挨拶 

雨宮会長によるレセプション挨拶 観客からの花束を受け取る様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レセプション会場内の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスター、バナー 

プログラム表紙 

会場前バナー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム内容 

招待状表紙 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レセプション招待状内容 

公演招待状内容 


